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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに    
 道路橋床版は橋梁の各部材の中でも直接輪荷重を支持する部材であり，過去の規格で設計されたＲＣ床版に

おいては多くの損傷事例が報告されている，その中でも特に顕著なものが昭和 39 年版道路橋示方書によるＲ

Ｃ床版であり，その対策として床版厚さを大きくすることで安全性を確保するように改訂が進められてきた．

床版支間 3.0m を例にすれば，昭和 39 年版示方書に対し平成 8 年版示方書では約 1.8 倍の床版厚さにまで増

加している．一方，少数主桁橋梁の出現によって積極的な技術開発が進められ，それに呼応するようにして道

路橋示方書が性能照査型設計に移行しつつある．しかしながら，少数主桁橋梁のような長支間床版における支

間長と床版厚さの関係は，鉄筋コンクリート構造，プレストレストコンクリート構造ともに明らかにされてい

ないのが実状である．本論文では，床版の耐久性に有害な一因になる初期ひび割れが，外荷重によって発生す

ると想定される曲げひび割れに着目し，著者らが行ってきた道路橋床版の応力状態を厳密に算出できる厚板理

論１）をもとに，現状で実績のある長支間での床版厚さを有するＰＣ床版を対象とした数値解析を行った． 
２．厚板理論による床版の応力計算手法と計算モデル２．厚板理論による床版の応力計算手法と計算モデル２．厚板理論による床版の応力計算手法と計算モデル２．厚板理論による床版の応力計算手法と計算モデル    
 厚板理論は道路橋示方書が採用する薄板理論とは異なり，式(1)に示す 3 次元弾性論の変位関数 f３（ガラー

キンベクトル），φ３（ブーシネスクの関数）から誘導される厳密な理論で，直接応力や変位が算出できる． 
03f  ， 03   (1) 

ここに，  zyx 222    222222222 /,/,/ zzyyxx   
床版支間部を対象とした計算モデルは，相対 2 辺が単純支持と固定支持の何れかの境界条件を持つ 1 方向

床版とした．適用したモデルは過去の実績を考慮した 6m と 11m の支間長を有する少数主桁橋梁で，ＰＣ床

版を想定している．ＰＣ床版に関しては引張応力を許容しないフルプレストレス状態に加え，外荷重によって

発生する圧縮応力度が設計基準強度の 1/3 を上回らない範囲でのパーシャルプレストレス状態も考慮してい

る． 
３．計算手法の適応性３．計算手法の適応性３．計算手法の適応性３．計算手法の適応性    
 図－1 に 6m の支間部中央における主鉄筋方向の床版厚さと曲げ応力度との関係を示す．荷重はアスファル

ト舗装(75mm)と床版の自重およびＢ活荷重を出来る限り幅員方向に満載している．図中に示す 30cm の床版

厚さは過去の検討例であり，31.5cm は平成 8 年版

の道路橋示方書における床版厚さの計算値である．

単純支持と固定支持を比較すれば，単純支持の方

が大きな値を示し，過大な評価となっている．現

状の少数主桁橋梁床版の解析において自重を考慮

した床版厚さと発生する応力値との関係を検討す

る場合，厚板理論に固定支持条件を加味すること

が適正であると推察される．    
次に 11m 支間床版の中央点の活荷重たわみに

着目し，本手法と既往の試験結果２）との比較を試

みる．床版の平面形状，荷重条件は試験状況を再
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図－1 支間 6m での単純支持，固定支持の計算結果 
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現するものとし，床版厚さは支間部の断面積を

支間長で除して平均厚さとした．その結果を表

－1 に示す．表中には単純支持と固定支持条件

での計算値を同時に示しているが，活荷重たわ

みのみに着目する場合には固定支持よりも単

純支持条件の方が試験値と良く一致している．

参考文献ではFEM解析によって試験結果を評

価しているが，本手法によっても評価が可能で

あることが判る．このことより，本手法は今後

の性能照査型設計の解析面での 1 手段になる

と推察できる． 
４．最適床版厚さの検討４．最適床版厚さの検討４．最適床版厚さの検討４．最適床版厚さの検討    
 自重を考慮するものとして固定支持条件で

計算した 6m 支間と 11m 支間の主鉄筋方向の

計算結果を図－2 と 3 に示す．荷重は舗装およ

び床版の自重に加え，支間中央に輪荷重を載荷

して，残りのスペースに可能な限り荷重を並列

配置した．それぞれの輪荷重の大きさは

100kN であり，計算途上では道路橋示方書に

規定されている衝撃係数を考慮している．計算

上のコンクリートの設計基準強度は 6m 支間

が 30N/mm2で，11m 支間が 40N/mm2である．

ヤ ン グ 係 数 は そ れ ぞ れ 25.2kN/mm2 と

29.1kN/mm2 でポアソン比は 0.167 とした． 

図－2 の 6m 支間では，床版下縁に曲げ引張応

力が作用しないフルプレストレス状態とした

場合の，圧縮縁応力の上限値を設計基準強度の

1/3 以下となるように床版厚さを設定すれば，

過去の設計例の 30cmから 28cmまで低減でき

ることになる．また，曲げ引張強度の超過分のみプレストレスを導入するパーシャルプレストレス状態にすれ

ば，外荷重によって発生する曲げ圧縮応力に付加されるプレストレス導入量が低減できるので，床版厚さも

24cm 程度まで低減できることになる．さらに図－3 の 11m 支間床版でも同様に検討すれば，フルプレストレ

ス状態が 35cm でパーシャルプレストレス状態では計算上で 30cm 程度まで床版厚さが低減できる．以上のこ

とより，過去に実績のある床版厚さは，本手法によれば安全側に設定されていることが判る． 
５．まとめ５．まとめ５．まとめ５．まとめ    
 本計算によれば，相対 2 辺の支持条件が単純支持，固定支持の何れかの 1 方向版においては，自重を考慮

する計算では固定支持条件が適正であり，既往の試験結果の対比では単純支持条件の方が試験値と良く一致し

ていることが示された．また，支持条件を固定として 6m と 11m 支間で計算した結果では，過去に実績のあ

る床版厚さは本計算方法の範囲では安全側に設定されていることが判った．今後は，張出し部を有する床版に

ついても検討を進める予定である． 
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表－1 11m支間における試験値との比較 (mm) 

荷重ステップ 試験値 単純支持 固定支持 

50kN荷重満載 -2.2 -2.72 -1.27 
100kN荷重満載 -4.9 -5.28 -2.48 

100kN荷重中央 4点載荷 -3.9 -3.89 -2.02 
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図－2 6m 支間の床版厚さと曲げ応力度 
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図－3 11m 支間の床版厚さと曲げ応力度 

土木学会第57回年次学術講演会（平成14年9月）

-114-

CS4-002


